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序

　このたび全国の町村では初めてという植生調査を，横浜国立大学の宮脇昭教授を代表とする横

浜植生学会の手によって実施できましたことは大変喜ばしく，心から感謝申し上げます。

　ご存知のように高畠町には豊かな自然と，古代人が住んでいた数多くの洞窟や岩陰，古墳等が

あり，人類のロマンが感じられる稔り豊かな美しい町であります。

　このような豊かな自然は，一朝一夕にしてできたものではありません。我々の祖先が，それこ

そ血と汗で育て守ってきたものであり，微妙な自然界のバランスを保ちながら，長い年月をかけ

て育ってきた生命であります。しかし，燃料革命といわれた石油を大量消費する，いわゆる石抽

文明に突入してからは，里山は放置され，我々の生存を守ってきた多くの緑と自然が，開発とい

う名のもとに失われてきたことも事実であります。

　これらの尊い自然を，現代に生きる我々が壊してしまってよいという理由はなく，生活の根源

としての緑の自然こそ，子々孫々にまて遺す責務があるといわねばなりません。このたびの植生

調査も以上の観点に立って実施したものでありますが，本調査によって明らかにされた結果はも

とより，環境創造のための具体的提案を真摯に受けとめ，今後予定されている町の諸施策の基本

に据えながら，誤りのない（くまほろぽの里”たかはたの町づくりの大きな指針とする考えであり

ます。

　更に，地球的規模で砂漠化が進み，人類の生存も危ぶまれてきていると云われている現在，本

調査が，町民一人ひとりの心に緑を守る心を育て，かけがえのない地球と，ふるさとの緑を守る

ための大きなうねりを起す起爆劇となり，豊かな緑と自然の恵みを永遠にあまねく享受できるよ

う，心から祈るものであります。

1983年12月

誌町長飾軸ヵ蔵
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Forward

　　It　is　my　pleasure£o　acknowledge　that　Takahata－cho　is　the　first　among　Japan’s　towns　and

villages　to　conduct　a　vegetation　survey．　I　would　1玉ke士。　extead　my　si簸cere　grati敏de　to

亀he　team　of　the　Yokohama　Phy£osociological　Society　lead　by　Prof．　Akira　Miyawaki　of　Yoko・

hama　National　Univefsity，　who　has　undertaken　this　task．

　　Tak：ahata－cho　takes　pride量n　its　rich　na綴re　and　numerous　relics　of　ancient　ages　such　as

caves　and　rock　shades　where　primitive　man　used　to　live，　and　old　mounds．　The　rich　and

beau毛iful　township　abounds　iR　remains　reminscent　of　the　ancient　past，

　　The　ab岨dant　nature　of　Takahata　township　has　not　bee鷺realized　in　a　day．　Our　ancestors

have　pu毛heart　and　soul　into　crea七ing　and　cherishing　it，　ma玉ntai捻ing　the　subtle　balance　in

the　natural　sphere　over　ma践y　years．　However，　ever　since　petroleu騰replaced　charcoal，　and

indus七ries　and　everyday　life　began　to　be　sustained　by　vast　consumption　of　oii，　the　forests

have　been　deserted，　and　eve無　more，　much　of　the　nature　has　been　des宅royed　u簸der　the

pretext　of　development

We　should　never　allow£he　valuable葺atural　assets　to　disappear．　It　is　the　du£y　of　our

generat呈on　to　preserve　and　hand　down£he　green　nature，　which　forms出e　basis　of　life，£o

our　desce鷺dants．　This　has　been　the　princ玉ple　which　lead　us　to　conduct　the　present　vegeta一

もion　survey．　We　intend　to　adopt　not　only　the　results　of　the　survey　but　also　related　sugge－

s七ions　by　the宅earn　as　the　basic　guideline　i旦　carrying　out　various　future　projects　of　the　to－

wnship．　Thus　it　is　our　hope　to　make　the　town　of　Takahata　into　a《｛Utopia”宅ha乞量s　in　co－

mplete　har盤ony　with　nature．

　　Today，　deserts　are　spread沁g　around　the　globe，　e箆dangering　the　very　survival　of凱an．　In

view　of　this　disheartening　fact，　it　is　hoped　tha宅the　present　suruey　will　motivate　each　and

every　citizen　of　our　township　and　trigger　a　movement　to　preserve　the　greell　eRvironment

of　the　globe　and　our　hometown，　so出at　we　and　our　descendants　will　be　able　to　enjoy　the

rich　and　green　environment　and　blessiRg　of　na敏re　for　many　years　to　come．

一縣漁
・α撫隔’ノ轡媚
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ま　え　が　き

　新しい時代に対応した自然開発，町づくりに際しては，いかにその土地固有の自然環境を守り，

その許容範囲の中での市民の生活の向上をはかるかが前提となる。山形県の南東部に位置する高

畠町は，日本におけるもっとも典型的な田園景観の中にある。

　海抜200～1100mの間で，米沢盆地の北に位置する高畠町は，丁度本州の南本海と太平洋から

の中間で豊かな自然環境にめぐまれている。住民の生活は最上川上流域の沖積低地と東側を南北

に連らなる山地との間で農林業が中心に維持されてきた。

　反面，最近の菓京湾沿い，さらには仙台湾沿いなどの沿海部の各種工業を主とした新しい産業，

交通，都市の発達に伴い，日本の内陸部の各市町村と同様に人口の減少，過疎化の傾向がみられ

はじめている。

　地域固有の豊かな自然環境や土地の潜在能力に応じた派手でなくても，健全で持続的な高畠町

の発展を期するためには，画一的な文明，技術の全：体的な波及効果を期待する人真似的な自然開

発や産業誘致を計画するだけでは不十分である。

　その土地固有の生物的な潜在能力や現状を科学的に現地調査によって把握する。生態学的な精

度の高い植生調査を実施する。総合的な研究成果を基礎に地域の発展計画が，現在の町民の健康

的な生存，生活の保証を前提に進められる必要がある。

　高畠町では，我が国の一つの町としては珍しく，新しい町づくり，観光開発も含めた総合計画

の基礎として昭和57年（1982年）度に全：町域の植生調査，植生図化が実施された。限られた条件

下で不十分な点もまだ残されているかと危倶されるが，本調査報告書が高畠町の生態学的身心と

なるばかりでなく，綴本各地の山地，内陸部の発展計画の基礎図としてのよき模範例になるよう

に積極的に利用されることが強く望まれる。

　また全国に浮きがけて高畠町が，すべての住民の孫子の代まで含めた持続的な生存環境の保証，

その枠内での閾違いの少い町の発展計繭の基礎として，今回の植生学的調査を計画，実施された

島津助蔵町長の先見性に敬意を表したい。さらに，このような科学的な現地調査の必要性を理解

し，全調査期間を通して御協力戴いた高梨吉正助役，伊藤昭一企薗課長，小野寺陽一企画課長補

佐，石川庄一企画課主事はじめ皆様に謝意を述べたい。とくに本調査の最初の企画から，本報の

印刷にいたるまでたえず御協力戴いた小野寺陽一企画課長補佐に厚くお礼申し上げたい。


